
向
け
た
課
題
と
し
て
、
現
在
導
入

さ
れ
て
い
る
機
器
の
入
れ
替
え
が

２
０
４
０
年
時
点
で
は
進
ま
ず
大

き
な
排
出
源
と
な
る
「
ロ
ッ
ク
イ

ン
」
の
問
題
が
あ
る
。
運
輸
セ
ク

タ
ー
で
利
用
さ
れ
る
機
器
は
、
比

較
的
利
用
期
間
の
短
い
自
動
車
で

も
15
年
程
度
、
期
間
の
長
い
船
舶

や
鉄
道
車
両
等
は
30
年
以
上
利
用

さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
つ
ま

り
、
こ
こ
数
年
で
導
入
さ
れ
た
機

器
は
２
０
４
０
年
時
点
で
は
利
用

さ
れ
Ｃ
Ｏ
２

を
排
出
す
る
。

既
に
導
入
さ
れ
た
輸
送
機
器
の

脱
炭
素
化
を
可
能
と
す
る
バ
イ
オ

燃
料
や
合
成
燃
料
な
ど
の
ド
ロ
ッ

プ
イ
ン
燃
料
（
特
別
な
設
備
や
運

用
を
必
要
と
せ
ず
に
使
用
可
能
な

燃
料
）
に
も
期
待
が
寄
せ
ら
れ
る

が
、
価
格
や
原
料
調
達
な
ど
の
課

題
が
あ
り
目
標
達
成
へ
の
貢
献
は

限
定
的
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

さ
ら
に
脱
炭
素
機

器
の
導
入
に
は
充

電
や
水
素
の
供
給

に
関
す
る
イ
ン
フ

ラ
整
備
が
必
要
と

な
る
が
、
燃
料
供

給
イ
ン
フ
ラ
の
整

備
に
は
一
定
量
以

上
の
燃
料
需
要
、

つ
ま
り
脱
炭
素
機

器
の
導
入
が
必
要

と
な
る
い
わ
ゆ
る

「
鶏
と
卵
」
な
ど

の
問
題
が
あ
る
。

解
決
の
た
め

に
、
ガ
ソ
リ
ン
車

新
車
販
売
停
止
な

ど
の
需
要
側
へ
の

規
制
と
水
素
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
な
ど
供

給
イ
ン
フ
ラ
向
け

の
支
援
が
実
施
さ

れ
て
い
る
が
、
将

来
的
な
燃
料
の
需

給
が
見
通
せ
る
も

の
に
は
な
っ
て
お

ら
ず
、
先
行
的
な

投
資
を
促
す
も
の

と
は
な
っ
て
い
な

い
。足

元
の
実
態
を

無
視
し
た
計
画
は

「
絵
に
描
い
た

餅
」
と
な
る
。
一

方
で
、
目
先
で
直

面
す
る
課
題
に
と

ら
わ
れ
、
脱
炭
素

に
向
け
た
計
画
を

シ
ニ
カ
ル
に
批
判

す
る
だ
け
で
は
、

脱
炭
素
と
い
う
目

標
を
先
送
り
に
す

る
だ
け
で
あ
る
。

例
え
ば
「
ロ
ッ
ク

イ
ン
」
の
課
題
で
あ
れ
ば
、
い
き

な
り
利
用
す
る
燃
料
を
変
え
る
の

で
は
な
く
、
導
入
機
器
に
お
い
て

脱
炭
素
燃
料
へ
転
換
・
改
修
可
能

な
設
計
を
推
進
す
る
な
ど
が
可
能

だ
。
他
に
も
バ
イ
オ
・
合
成
燃
料

の
製
造
に
対
し
て
現
在
水
素
で
検

討
さ
れ
て
い
る
既
存
燃
料
と
の
値

差
を
補
填
す
る
よ
う
な
支
援
を
適

用
す
る
な
ど
、
将
来
的
な
脱
炭
素

化
に
向
け
た
準
備
を
行
う
施
策
が

考
え
ら
れ
る
。

た
だ
出
さ
れ
た
目
標
を
難
し
い

と
す
る
の
で
は
な
く
、
現
実
と
の

ギ
ャ
ッ
プ
を
明
確
に
し
つ
つ
課
題

解
決
に
向
け
て
必
要
な
施
策
を
提

案
・
要
求
し
て
い
く
姿
勢
が
運
輸

セ
ク
タ
ー
に
求
め
ら
れ
る
の
で
は

な
い
か
。

（
次
回
は
５
月
26
日
に
掲
載
し

ま
す
）

２
０
２
５
年
２
月
に
「
第
７
次

エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
」
と
「
地

球
温
暖
化
対
策
計
画
」
と
い
う
、

日
本
の
脱
炭
素
化
に
向
け
て
重
要

な
指
針
と
な
る
計
画
が
閣
議
決
定

さ
れ
た
。
大
き
な
指
針
と
な
る
計

画
で
あ
る
が
、
運
輸
セ
ク
タ
ー
か

ら
見
れ
ば
一
見
非
現
実
的
に
見
え

る
ほ
ど
に
野
心
的
と
言
え
よ
う
。

基
本
計
画
に
お
い
て
は
、
運
輸

セ
ク
タ
ー
に
は
最
終
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
量
を
２
０
４
０
年
ま
で
に
２

０
２
２
年
比
50
％
程
度
と
す
る
省

エ
ネ
目
標
が
設
定
。
二
酸
化
炭
素

（
Ｃ
Ｏ

２

）
排
出
量
に
つ
い
て

も
、
約
70
％
削
減
と
設
定
さ
れ

た
。
地
球
温
暖
化
対
策
計
画
に
お

い
て
も
、
運
輸
部
門
の
温
室
効
果

ガ
ス
排
出
量
は
２
０
１
３
年
度
比

64
～
82
％
の
削
減
が
目
標
と
さ
れ

た
。
こ
の
目
標
に
向
け
、
電
動
化

や
水
素
な
ど
の
脱
炭
素
燃
料
の
利

用
、
効
率
化
・
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト

な
ど
の
省
エ
ネ
施
策
の
実
施
が
検

討
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
ト
ラ
ッ
ク
、
船
舶
、

航
空
機
な
ど
は
、
い
わ
ゆ
る
Ｈ
ａ

ｒ
ｄ

Ｔ
ｏ

Ａ
ｂ
ａ
ｔ
ｅ
（
既

存
の
技
術
で
は
Ｃ
Ｏ
２

の
排
出
削

減
が
困
難
）
な
分
野
と
言
わ
れ
て

お
り
、
運
輸
セ
ク
タ
ー
の
脱
炭
素

化
は
困
難
と
言
わ
れ
て
い
る
。
実

際
に
運
輸
セ
ク
タ
ー
の
Ｃ
Ｏ

２

排

出
量
の
86
％
を
占
め
る
自
動
車
分

野
に
お
い
て
、
日
本
自
動
車
工
業

会
が
示
し
た
排
出
量
分
析
で
は
、

現
状
の
対
策
を
前
提
と
し
た
場
合

２
０
４
０
年
時
点
で
30
～
40
％
程

度
の
削
減
に
留
ま
る
と
さ
れ
て
い

る
。ま

た
「
内
航
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
推
進
に
向
け
た
検
討
会
」

に
て
示
さ
れ
た
目
標
は
、
２
０
５

０
年
で
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
目
標
は
変
わ
ら
な
い
が
、
２
０

４
０
年
時
点
で
は
両
計
画
を
下
回

る
２
０
１
３
年
比
36
～
39
％
削
減

で
あ
っ
た
。
運
輸
セ
ク
タ
ー
の
脱

炭
素
目
標
は
設
定
さ
れ
た
が
、
正

し
い
理
解
の
た
め
に
は
目
標
と
実

態
を
踏
ま
え
た
見
通
し
の
ギ
ャ
ッ

プ
を
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
。

運
輸
セ
ク
タ
ー
の
脱
炭
素
化
に

児堂
ち ご ど う
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